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は じ め暮こ

動 腋 血 栓 療 の 診 鰍ζは， 離 優 襲 的 検 費 漆 と し て

遺 影 Ｃ双 帯 搬 則 購１ζ 鰍Ｒ 斑 管 撮 影 法， Ｍ鼠Ａ）

が 務 る 批 濃 擦 芳 針蓼）漢 定 の 淀 め書こは 搬 管 撮 羅 淋

必 襲 で 蹟 り箏 副 慧 続 幻 娩 ｗ 級亘むｎ創 罫 紬 ｏ１囎ｙ

塗して経吻テー 列紅鰍こ滋縫溶解術帯滋栓除表術

カミ施 行 さ 扱る こ と も 潟 る． 診 断 お よ 砂 総 療 の 載 象

＆ な る 動 脈 は。 動 脈 顧 他 鎌 妻 な 原 園 と 慈 ね る 冠 状

動 脈， 蹄働 脈， 鷲 灘 ～ 万懐 勤 飯 秘 多 く、 稀 腿 上 腸

閲 膜 勤 脈 血 栓 療 秘 み 蔭 扱 る．

静脈では， 静脈潟磁栓症帝下鮫の深翻欝脈血栓

療 な ㍑ま診 断 の 対 象 お な る 淡， 後 者１こ蹴 し て は 下
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肢 静 脈 造 影 が 施 行 さ れ， 血 栓 溶 解 療 法 の 他 に 肺 血

栓 塞 栓 症 の 予 防 の た め の 下 大 静 脈 フ ィ ルタ ー の 留

置 が 行 わ れ る こ と も あ る
．

近 年，
１１三Ｉｎ 標 識 血 小 板 を 用 い た 血 栓 シ ン チ グ ラ

フィ も 一 部 で 施 行 さ れ て お り，
特 に 新 鮮 な 血 栓 の

診 断 に 有 効 で あ る と い わ れ て い る． 今 回 は， 肺 血

栓 塞 栓 症， 下 肢 深 部 静 脈 血 栓 症 を 中 心 に 各々 の 診

断 の ｍｏｄａｌｉｔｙ の 有 用 性 と 限 界， お よ び 血 栓 症 に

対 す る ｉｎｔｅｒＹｅｎｔｉｏ胴呈 ｒａｄｉｏｌｏｇｙ の 最 近 の 進 歩 に

つ い て 述 べ る．

１
．

肺 血 栓 塞 栓 症

肺 塞 栓 症 と は，
血 栓， 腫 瘍， 脂 肪，

空 気 な ど の

塞 栓 子 に よ り 肺 動 脈 の 血 流 障 害 を 起 こ し た 状 態 を

い う
．

一 方， 肺 動 脈 に 血 栓 を 生 じた も の を 肺 血 栓

症 と いう 部， 両 者 の 区 別 は 明 確 で は な い こ と が 多

く， 肺 血 栓 塞 栓 症 と い う 名 称 を用 い ら れ る こ と が

多 い． 肺 血 栓 塞 栓 症 に 伴 い， 肺 に 出 血 性 壊 死 を 起

こ した も の は 肺 梗 塞 と 呼 ば れる． 米 国 で は， 毎 年

約３０万 人カ§発 症 し， ５ 万 人 近 く が 死 亡 す る と い わ

れ て い る１〕
． 本 邦 に お い て も， 最 近 で ぽ 報 告 例 が 急

速 に 増 加 し つ っ あ る
．

脳 血 栓 塞 栓 症 は， 重 症 度 に よ り 広 汎 型 と 亜 広 汎

型 と に 分 け ら れ， 前 者 は， 二 本 以 上 の 葉 動 脈 の 閉

塞， ま た はそ れ と 同 程 度 の 障 害 に よ る も の， 後 者

は， 一 な い し 数 区 域 の 肺 動 脈 閉 塞 を い う． 前 者 で

は， 失 神， 高 度 の 呼 吸 困 難， シ ョ ッ ク な ど の 所 見

が み ら れ， し ぱ し ば 突 然 死 に 至 る． 後 者 で は， 胸

痛 雫 呼 吸 困 難 を 主 訴 と す る こ と 捗 多 く， 肺 梗 塞 を

合 併 し や す い
．

背 景 困 子 と し て は， 血 栓 性 静 脈 炎 や 心 肺 疾 患，

術 後， 長 期 臥 床 な どが 挙 ば ら れ る
．

血 液 検 査 で は， 白 血 球 増 多 や ＬＤＨ の 上 昇 な ど

が み られ る が
， い ず れ も 非 特 異 的 で あ り

， 以 下 に

述 べ る よ う な い く つ か の 画 像 所 見 と 対 比 して 総 合

的 に 診 断 さ れ る こ と が 多 い．

１） 胸都単純 Ｘ 線撮影

最 初 に 胸 部 単 純 Ｘ 線 撮 影 が 施 行 さ れ る が， 特 に

急 性 期 に 肌 ・て は 異 常 所 見カミみ ら れ な い こ と が 多

い．
肺 野 の 限 局 性 透 遭 性 充 進（Ｗｅｓ之ｅ ｍ ａｒｋｓ１ｇｎ），

肺 門 血 管 陰 影 の 拡 大 お よ び末 梢 都 の 急 峻 な 狭 小 化

（ 鮎 ｕＣ虻１ｅＳｉｇｎ） な どカミみ ら れ る こ と も あ る． 肺 梗

塞 を 合 併 す る と， 更 に 浸 潤 影 や 胸 水 貯 留， 横 隔 膜

挙 圭
，板 状 無 気 肺 な ど の 非 特 異 的 所 見 が 出 現 す る．

米 国 の ＰＩＯＰＥＤ （Ｐｆ０ｓｐｅｃｔｉｖｅＩｎ∀ｅｓｔｉｇａ辻ｉｏｎｏｆ

Ｐｕｌｍｏｎａｒｙ Ｅｍｂｏ１ｉｓｍ Ｄｉａｇｎｏｓ１ｓＳｔｕｄｙ） の 報 告２〕

に よ る と， 肺 塞 栓 症 患 者 の 胸 部 単 純 像 に お い て，

８８％ に な ん ら か の 異 常 所 昆 が 認 め ら れ たカミ， 個 々

の 所 見 の 特 異 性 は 低 い と じ て い る
．

ま た， Ｇｒｅｅｎ・

ｓｐａｎ ら茗〕は， 胸 部 単 純 像 に よ る 本 症 の 正 診 率 は 約

遵Ｏ％ に す ぎ な い と 述 べ て い る． 胸 部 単 純 像 の み で

は， 確 定 診 断 に 至 る こ と は 困 難 で， 臨 床 所 見 や 肺

塩 流 シ ン チ グ ラ フ ィ な どの 所 見 と 比 較 す る こ と が

重 要 で あ る と 考 え ら れ る
．

２） 肺 血 流 ・ 換 気 シ ン チ グ ラ フ ィ

舳 Ｔｃ－Ｍ ＡＡ を 用 い た 肺 血 流 シ ン チ グ ラ フィ

は， 容 易 に 肺 血 流 の 変 化 を 描 出 可 能 で あ る（図 王ａ，

ｂ）が， シ ンチ グラ ム の 欠 損 像 は 非 特 異 的 所 見 で あ

り， 確 定 診 断 に は昌ｍＫζ や１３３Ｘｅ を 用 い た 肺 換 気 シ

ン チ グ ラ フ ィ の 所 見 と の ミ ス マ ッ チ が確 定 診 断 の

根 拠 と な る． 但 し，
舳 Ｋｒ は 半 減 期 渕 ３秒 と 短 い こ

と，
一茗富Ｘｅ は 排 気 な ど の た め に 専 用 の 検 査 室 が 必

要 な こ と な ど が ら， 緊 急 時 に 換 気 シ ン チ グ ラ フ ィ

を 施 行 す る こ と は 現 状 で は 因 難 で あ る． 日 常， 臨

床 の 場 で は 臨 床 症 状
，

陶 部 単 純 徴 お よ び 肺 血 流 シ

ン チ グラ フ ィ に よ り 総 合 的 に 診 断 が な さ れ る こ と

が 多 い．

肺 血 流 シ ン チ グ ラ フ ィ に お い て，
“Ｓｔｒｉｐｅ ｓ 繭 ”

の 有 無 が 本 症 を 否 定 す る の に 重 要 で あ る と い う 報

告 カミあ る４〕
．

こ の サ イ ン は
，

ＣＯＰＤ に お い て 血 流 欠

損 の 辺 縁 都 に 帯 状 の 愈 流 保 存 領 域 が み ら れ る こ と

を い い， 本 症 で は 殆 ん ど認 め ら れ な い と さ れ て い

る． 但 し， ＳｔｒｉｐｅＳ１ｇｎ は 左 右 の 斜 位 像 で 高 頻 度 に

描 出 さ れ る の で， 両 斜 位 像 を 追 加 す る こ と が 必 要

で あ る５）
．

３） Ｃｏｍ 幽ｔｅｄ ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ （ＣＴ）

ＣＴ は 肺 血 栓 塞 栓 症 の 診 断 に お い て は， あく ま

で も 補 助 的 診 断 で あ る とさ れ て い て， 肺 動 脈 の 比

較的中枢部の血栓の描出および経過観察に有用で

あ る （図 １ｃ， ｄ， ｅ， ｆ）． 肺 野 病 変 も 明 瞭 に 描 出 さ

れ る
．

確 定 診 断 に 至 る ま で に 施 行 さ れ る 検 査 の

ｍｏｄａｌｉｔｙ を， 本 症 の 発 生 頻 度 の 高 い 米 国 と 本 邦 で
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｛６

比 較 し て み る と， ア イ オ ワ 大 学 で は王９１例 申 ２ 例

（！ ％）に 施 行 さ れ て い る の み で あ る が， 国 立 循 環

器 病 セ ン タ ー で は５０例 中３１例 と６２％ に 施 行 さ れ て

いる （表）洲
． ＣＴ 装 置 の 性 能 の 差 が 大 き く 関 与 し

て い る と 思 わ れ る が
， 栗 林 ら は 最 短 ス キ ャ ン 時 問

が５０㎜ｓｅｃ と 短 い 超 高 速 ＣＴ を 用 い る と 従 来 補 足

的 で あ っ た ＣＴ の 役 割 は 拡 大 し， 肺 動 脈 造 影 の 前

に 積 極 的 に 活 周 可 能 と 述 べ て い る６〕
． 但 し， 第 ３，

第 ４ 世 代 の ＣＴ にお い て は， 現 時 点 で は 急 性 期 に

用 い ら れ る こ と は 少 な い．

遂） Ｍａｇ鵬ｔ１ｃ ｒｅｓｏｎａｎｃｅｉｍａｇ三ｎｇ （Ｍ Ｒ玉）

Ｍ ＲＩ は， 造 影 剤 を 馬 い ず に 任 意 の 角 度 か ら 撮 像

可 能 で 肺 動 脈 中 枢 部 の 血 栓 の 診 断 に 有 用 で あ る

（図 ２ａ， ｂ） が， 時 問 が か か る こ と や， 常 に 安 定 し

た 画 像カ書得 ら れ る と は 隈 らな い こ と な どの 欠 点 が

あり 本 症 の 患 者 に 施 行 さ れ る こ と は 少 な い． 林 の

表 腋 滋 栓 塞 栓症 の 診 断法

Ｖ／Ｑ ス キ ャ ン

ＰＡＧ

下絞超音波

下駁欝脈造影

ＣＴ

納ＲＩ

アイ オ ワ 大 学
ｎ＝１９１

至９１（｝ｏｏ％）

６１（３２兆）

４０（２１％）

２２（１ユ％）

２（ １％）

ｏ（ ｏ％）

国 立 循 環 器 病 セ ンタ ー
ｎ ＝５０

５０｛１ＣＯ％）

３９く ７８％）

３ユ｛６２％）

集 計 に よ る とヨ １９９２年 ８ 月 ま で に 本 邦 で Ｍ 則 に

より 肺 塞 栓 の 診 断 都 な さ れた の は２４施 設 で 症 例 も

１００例 に 達 し な い と い う君〕
． 但 し， 肺 動 脈 血 栓 の 急

性・慢 性 の 判 定 に 関 して は， シ ネ Ｍ ＲＩ の 方 が 肺 動

脈 造 影 に よ る 判 定 よ り 優 れ て い た と い う 報 告 も あ

る９）
． ま た ｓｅｇｍｅｎｔｅｄ ｔ倣ｂｏ ＦＬＡＳＨ 法 に よ る 息

止 め ス キ ャ ゾ 肱 どの 撮 像 法 の 改 良 に よ り， 末 梢

の 肺 血 管 の 比 較 的 鮮 明 な 像 が 得 ら れ る よ う に な

り， こ れ か ら の 臨 床 応 馴 こ期 待 が 持 た れ る
．

５） 肺 動 脈 造 影 （ＰＡＧ）

肺 動 脈 造 影 は，
血 栓 の 都 位，

大 き さ を 判 定 す る

の に 確 実 な 方 法 で ｇｏ１ａｅｎ Ｓｔａｎｄａｒｄ と し て 広 く 認

め ら れ て い る． 但 し， 侵 襲 的 検 査 法 で あ る た め，

適 応 の 決 定 は 慎 重 で あ る べき で あ る．
臨 床 症 状，

胸 部 単 純 撮 影， 肺 血 流 シ ンチ グ ラ フ ィ で 本 症 の 可

能 性 が な い 場 合 や， 逆 に 強 く 本 症 が 疑 わ れ る 場 合

は 適 応 と な ら な い． 以 下 に 述 べ る、
① 臨 床 的 に 本

症 が 疑 わ れる が， 肺 シ ンチ グ ラ ム で 本 症 の 可 能 牲

の 低 い 場 合， ② 本 症 が 疑 わ れ るカミ， 肺 疾 患 や 心 疾

患 を 否 定 した い 場 合， ③ 抗 凝 園 剤カミ使 乏 な い 患 者

の 確 定 診 断， あ る い は 下 大 静 脈 フ ィ ル タ ー 留 置 予

定 の 場 合， ④ 急 性 期 の 広 汎 型 塞 栓 症 で 抗 凝 固 剤 や

カ テ ー テ ル によ る 血 栓 除 去 を 試 み る 場 合， が 適 応

と な る １１〕
．

ｄ１ｇ量ｔａ：ｓ碗ｔｒａｃｔ主ｏｎ ａｎｇｉｏｇｒａ 曲 ｙ （ＤＳＡ） は，

ａ：造 影 ＣＴ；右 肺 動 脈 本 幹 の 宋 梢 部 滋 方 か ら 申 閥 臓 ｂ１ 心電 図 同 期の Ｔユ強調 横 断 像，Ｓ玖５８Ｃ／２０）；ＣＴ と

動 脈 幹の 外 側 にか け て・ 血 縫カ宝認め ら れ る （矢 酬． 同 部 位１こや や 高信 号 を 示 す 血栓 が み られ る （矢 酬．
右 腋 動 脈 に は， 血 流 停 滞 に よ る ａｒｔｉｆヨＣｔ （鮎 Ｗ－

ｒｅｌａｔｅｄ ｅｎｈａｎｃｅ ｍｅ螂ｔ ｏｆ ｓｌｏｗ 貧ｏｗ） も 認 め ら れ る、

図 ２ 繰り 返 す 肺 血栓 塞 栓症 （４８歳， 女 娃）
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斗７

従 来 の 肺 動 脈 造 影 に 比 べ て 安 全 に 施 行 で き る が，

呼 吸 顧 難 や 胸 痛 が 強 い 場 合 は， ｍｏｒｔｉｏｎ ａｒｔｉｆａｃｔ

に よ る ㎜ｉＳｒｅｇｉＳｔｒａｔｉ㎝ の た め， 良 好 な 画 像 が 得

ら れ な い と い う 欠 点 秘 あ る
．

６） 肺 血 栓 塞 栓 症 の ｉｎｔｅｒｖｅｎｔ１ｏｎａｌ ｒａｄｉｏ１ｏｇｙ

（ＷＲ）

本 疲 に 対 す る ＩＶＲ に は，血 栓 の 増 加 を 防 ぐた め

の 下 大 静 脈 フィ ル タ ー の 留 置， 積 極 的 に 血 栓 を減

ら す た め の 経 カ テ ー テ ル 的 な 血 栓 溶 解 剤 の 投 与 お

よ び血 栓 除 去 が あ る
．

下 大 静 脈 フィ ル タ ー は， 下 絞 や 骨 盤 の 深 部 静 脈

か ら 移 動 し た 血 栓 を 捕 獲 し て， 肺 血 栓 塞 栓 症 の 再

発 を予 防 す る も の で， 王９７０年 代 に は 頚 静 脈 や 大 腿

静 脈 を外 科 的 に 切 開 し て 挿 入 して い た
．

１９８０年 代

に な っ て， 細 い 径 の カ テ ー テ ル を 使 用 して 経 皮 的

に 挿 入 可 能 な フ ィ ル タ ー が 開 発 さ れ た
．

抗 凝 固 療

法 が 禁忌 の 場 合 は 絶 対 的 適 応 と な る．

広 く 使 用 さ れ て き た Ｋ１ｍｒａｙ－Ｇｒｅｅｎ負ｅｌｄ 趾 ｅｒ

を 改 良 し た 改 良 型 Ｇｒｅｅ 柵ｅｉｄ 鮒 ｅｒ（図 ３呂） が， 現

時 点 で は 最 も 広 く 使 燭 さ れ て い る１２〕
．

ま ず 下 大 静

脈 造 影 を 施 行 して， 下 大 静 脈 の 径 お よ び腎 静 脈 流

入 都 を 確 認 す る
．

そ の 後！２Ｆ シ ー ス 挿 入 馬 カ テ ー

テ ル を周 い て， フィ ル タ ー の 先 端カミ腎 静 脈 の や や

下 方 に 位 置 す る 様 に 留 置 す る （図 ３ｂ， ｃ）．

ま た， 肺 血 栓 塞 栓 症 の 急 性 螂 こ経 カ テ ー テ ル 的

に 血 栓 溶 解 剤 を 投 与 す る 方 法 が あ り， 迅 速 お よ び

図 ３ 下大 静 脈 フィ ル ター （杏 林 犬 学放 射 線 科， 似 鳥

先 生 の症 例）

ａ： Ｋｉｍｒａｙ－Ｇｒｅｅｎ 制 ｄ Ｆｉ１ｔｅｒ を 改 良 し た 改 良 型

Ｇｒｅｅｎ行ｅｌｄ Ｆｉ－ｔｅｒ

ｂ１挿 入 用 カ テ ーテ ル 内の ア 大 静 脈 フィ ル ター ； 挿

入 用カ テ ー テ ルの 先 端 （矢 印） が 腎 静脈 流 入部 よ り

下 方 に位 置 す る こと を 再度 確 認 す る．

Ｃ１ 押 し 出 さ れ た 下 大 静 脈 フ ィ ル タ ー ； フ ィ ル タ ー

（矢 頭） は自 動 的 に開 き， 下 大 静 脈 に固 定 さ れる．
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遅８

確 実 な 血 栓 の 消 失 が 期 待 さ れ て い る． そ の 有 周 性

に 対 し て は 異 論 の あ る と こ ろ で あ る’葛〕が， 全 身 投

与 法 に 比 べ て 効 果 を 期 待 でき る と い う 報 告１到も あ

る
．

経カ テ ー テ ル 的 な 菰 栓 除 去 に 関 し て は， 現 時

点 で は 開 発 段 階 で あ る が 今 後 は 普 及 す る 可 能 性カ書

あ る
．

肺 血 栓 塞 栓 症 の 診 断 の 進 め 方 を ま と め る と， 臨

床 症 状 や 血 液 学 的 所 見 な どの 臨 床 デ ー タ と， 胸 部

単 純 撮 影， 肺 愈 流 シ ン チ グ ラ フ ィ な どの 所 見 と を

総 合 的 に 診 断 し て， 本 症 淡 強 く 疑 わ れ る 場 合 は 肺

動 脈 造 影 を 施 行 す る 必 要 は な い
．

両 者 に 解 離 が み

ら れ た 場 合 に は 下 肢 静 脈 造 影 を 行 い， 血 栓 が認 め

ら れ れ ぱ 肺 動 脈 造 影 を 施 行 す る
．

治 療 と し て は， 少 し で も 肺 赦 栓 塞 栓 症 の 可 能 牲

が あ れ ば， 早 期 に 抗 凝 固 療 法 を 始 める こ と が 重 要

で あ る． 広 汎 性 梗 塞 が 疑 わ れ た ら， ＣＴ
，

Ｍ ＲＩ な ど

で 肺 動 脈 申枢 都 の 血 栓 の 有 無 の 確 認 を 行う
． 巨 大

血 栓 が 存 在 す る 場 合 は， 肺 動 脈 造 影 に ひ き 続 き カ

テ ー テ ル によ る 血 栓 溶 解 術 を 試 み て， 肺 動 脈 の 再

疎 通 を 図 る こ と が 重 要 で ある．

２
．

下 駿 静 脈 血 栓 症

冒 本 に お い て は， 欧 米 に比 し 肺 塞 栓 症カミ下 肢 深

部 静 脈 血 栓 症 に 併 発 す る こ と は 少 な い とさ れ て き

た！５〕が， 逓 年 増 加 の 傾 帥 こ あ る． 下 肢 深 部 静 脈 血 栓

症 の 診 断 法 と し て，
舳 Ｔｃ－Ｍ Ａ Ａ ベ ノ グ ラ フ ィ， 下

搬

挺
Ｔｃ＿９９ ｍ Ｍ Ａ Ａ

１国 雪 ２團 冒

図 ４ 明㎜Ｔｃ・Ｍ Ａ Ａ ベ ノ グ ラ フ ィ

穎土 部 を 駆血 した １ 圓圏 の 検 査 で， 左 大腿 静 脈 か ら総

腸骨 静 脈 にお よ ぶ欠 損 が認 め ら れ（矢 印）， 血 栓 淡確 認

さ れた． 駆血 を 解 放 した ２ 回 目の 検 査 では， 大 伏在 静

脈 て矢 頭｝ を 介 して， 骨 盤 内 の側畠娩 行路カ潴 出さ れ

て い る
．

図 ５ 下駁 静 脈造 影

大 腿静 脈 に長 い 範 麗 にわ た っ て 磁栓 が 認 めら れ る （矢

馴
．
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珪９

肢 静 脈 造 影， ＭＲ 血 管 撮 影 （ＭＲＡ） が ある．

１） 舳 Ｔｃ－Ｍ ＡＡ ベ ノ グ ラ フ ィ

舳 Ｔｃ－ＭＡＡ ベ ノ グ ラ フ ィ に よ る 下 肢 静 脈 血 栓

症 の 検 出 率 に つ い て は， 静 脈 造 影 法 に 比 し 劣 る と

さ れ て い る が， 主 要 な 下 肢 静 脈 を 下 腿 よ り 骨 盤 ま

で 深 部 と 表 在 静 脈 に 分 け て， 充 分 に 描 出 可 能 で あ

る と い う 報 告 も あ る三岳）
．

ま た， 主 要 静 脈 に 血 流 障 害 が 存 在 す る と き は 周

囲 の 側 副 路 も 描 出 で き る（図 近）
．

下 腿 静 脈 血 栓 の

一 都 や 細 い 瀞 脈 は 描 出 さ れ な い こ と も あ る が， 肺

塞 栓 症 の 発 生 頻 度 の 高 い 骨 盤 静 脈 に 関 し て は 血 栓

症 の 診 断 精 度 は 高 い． 本 法 は 非 侵 襲 的 検 査 法 で，

経 過 観 察 に も 適 し て い る．

２） 下肢静脈造影

造 影 剤 を周 い る 下 肢 静 脈 造 影 は， 血 栓 の 部 位，

大 き さ を 判 定 す る の に 確 実 な 方 法 で あ り， ｇｏｌｄｅｎ

ｓ定ａｎｄａｒｄ と し て 広 く 用 い ら れ て い る （図 ５）． 将 来

的 に は，
Ｍ ＲＡ カミと っ て か わ る こ とカミ期 待 さ れ る．

３） Ｍａｇｎｅｔｉｃ Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ Ａｎｇ｛ｏｇｒａ 凶 ｙ（Ｍ ＲＡ）

便 用 す る 機 器 に よ り 画 像 に 大 き な 差 異 が み ら れ

る
．

通 常
，

２Ｄ ｔｉ㎜ｅ－ｏｆ一冊 ｇｈｔ ａｎｇ｛ｏｇ 獺 ｐｈｙ （２Ｄ－

Ｔ Ｏ Ｆ）
，

２Ｄ ｃｉｎｅ ｐｈａｓｅ ｃｏｎｔｒａｓを 徽 ｇｉｏｇｒａｐｈｙ （２

Ｄ－ｃ｛ｎｅ Ｐ Ｃ）
，

３Ｄ－ｐｈａｓｅ ｃｏ巫ｔｒａｓｔ ａ鶯ｇｉｏｇｒａｐｈｙ （３

Ｄ－ＰＯ の 撮 像 方 法 が 周 い ら れ る． 下 肢 で は 動 静 脈

は 平 行 した 走 行 を 示 す た め に， 両 者 が 同 時 に 描 出

さ れ る と 診 断 し に く い 画 像 に な る（蟹 ６）． 動 脈 と

静 脈 を 血 流 方 向 の 違 い を利 馬 し て， 別 々 に 撮 像 す

る こ と が 重 要 で あ る
．

図 ６ Ｍ ＲＡ
，３Ｄ・ＰＣ 法

右 大 腿 静脈 の 欠 損 がみ ら れ （矢 印）， 血 栓カ音疑わ れる．

動 静 脈 が同 時 に 描出 さ れ て いる た め判 別 し にく い．

ａ： 骨 盤 の 深 部 静 脈
． ｂ１大 腿 翻 の深 部 静 脈， （矢 印 ：左 大 伏 在 静 胴．

図 ７ Ｍ ＲＡ
，２Ｄ－ＴＯＦ 法
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５２

１こ滋 栓 溶 解 術 や 血 栓 除 去 術 を 施 行 した り， 下 大 静

賑 フ ィ ルタ を 留 置 し捻 り， 経 皮 的 血 管 形 成 術 を 施

行 した り す る 手 技 も 格 段 の 進 歩 を 遂 げ た．

近 年，
ＨｉＩｎ 血 小 板 シ ン チ グ ラ フ ィ を 用 い た 血 栓

シ ンチ グラ フィ も ］ 都 で 施 行 さ れ て お り， 特 に 新

鮮 な 血 栓 の 診 断 に 有 効 で あ る と い わ れ て い る （図

９ａ， ｂ， ｃ， ｄ）． 童 肺 動 脈 領 域 の 慢 性 肺 血 桧 塞 栓 症

に よ り 二 次 性 の 肺 高 血 圧 症 を 呈 し 淀 症 例 は， 疵 栓

除 去 術 の 適 庵 と な る た め 血 栓 の 活 動 性 を 予 溺 す る

こ と は 重 要 で あ る． 活 動 性 血 栓 は ｅ獅ｂｏ１ｉｃ ｓｈｏ－

ｕＷｅｒ の 原 因 と な る 危 除 性 カ§高 い だ め，
ｍ茎ｎ 血 小

板 シ ン チ グ ラ フ ィ は 手 術 適 応 を 決 定 す る う え で 重

要 な 検 査 法 と 考 乏 ら れ る１η
．
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